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 近年, 尿路感染症,全身感染症 を中心に 各種臨床材料から細菌のL-fo rIn が分 離され,生体 内で
 の L- fO r皿 の生成が感染症の慢 性化 あるいは感染の維持に関一与 しているのではないかという新 しい
 問題が提起されている。 しか し今ま での臨床材料からのし-fo r皿 の分離の報告はほとんど尿,喀痰
 ない し血 液からの分 離であり,口腔領域にむける L- fOrm の分 離に 関する報告はほとん どみられず,
 口腔 内のL-form の生態も臨床的意 義も全く明らかにされていない。
 本研究は口腔領域にむける L-fOr皿 の 生態と臨床 的意義を明らか にすることを目 的と し, D口腔
 内局所材料か らの L-fo r皿 の分離と同定の方法の 検討, 2)口腔内におけるL-fo r皿 の生態,お・よ




 .1. 分離材料とその調整;歯周疾患の認められなかった139名の歯苔,歯石,鵬窺 内の歯垢むよび
 咽頭ぬ ぐい 液計285検体,および歯槽膿漏,歯 肉炎,鯖 蝕, 智歯周 囲炎な どの歯周疾患患 者より採取
 した 249検体の歯苔を分離材料と した。 歯苔は滅菌綿棒で採取 し,歯石は歯苔を注意深く取際いた
 後8ca■er で採取 し乳鉢で磨砕 して 検体と した6 驕窺の検体はその 中の汚物を取除きできるだ け奥
 D歯垢を採取した。 また3認の 5%食塩水のうがい液を咽頭ぬ ぐい液と した。 採取直後各検体 を3 認
 の5%食塩加Heart エnfusion broth(HエB)に浮遊しサーモミキサーで充分撹拌 した後,
 ミリポアフィルター(HA 七ype,φ 0、45μ) を通 した通過液 を分 離材料と した。
 2. 分離培地と培養条件;用いた分離培地は炭未処理 したHエBに10% 馬血清,20% 8uc rose
 診よ ぴ 0, 7% の粉末寒天 を添加した培地(Meαiu皿A) むよびBrain Hear七 エnfu8ion
 bro七h (BHI)に 0, 5%の Bacto -Dextro8e, 5% Nael, 0. 7%粉末寒天および 20%
 馬血清を添加した培地 (Me己iumB) の2種であった。 いづれの培地 も寒天平板とし, 0. 5認の分離
 材料を接種 し乾燥 しない 条件で3 7℃ で好気的に5～7日 間培養 した。 このL-for四分 離培地で定
 型的なコ ・二一 (L-colo ny) が生じ同時に検体を接種した血液 寒天で細菌のコ・二一が認められ
 ない場合を分離陽性と した。
 3. 親の細菌 への復帰と同定の方法;分離培地に発育 した L- fo rm のコ・二一を1%gluco8eお
 よび1% lac 七〇 8e を含むBHエの半 流動寒天培地に接種し37℃,24 時間培養 した後,HエBお
 よ ぴ血 液寒天培地に継代 し常法に 従って親の細菌を 同定 した。
 生 抗生物質感受性試験法;L-fo r皿 を含む寒天平板(培地 はMed.iu.皿 B)に 直径 6㎜の円形の穴
 をあけ, 0. 3認の各種抗 生物 質の溶液を注入し, 4℃ で15時間拡散 した後,37℃で5～ 6日 間培
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 養 し穴 の周 辺に 生じた発育阻 止帯の有無より 判定し, 親細菌 はパル プデイスク法で検討 した。
 5. 試験管内に診ける細菌のL-formの誘導方法;口腔材料より分離 した ブ ドー球菌をHIBで培
 養 し対 数増殖 期の 菌を 10 0mc gの penic ill in,20% 馬血清蔚よび 0. 6拓の粉末寒天を含む
 BHエ に接種 し3 7℃,5- 7日 間好気的に培養 しし-for皿 を誘導 した。 ま た薬 剤耐性のブ ドー球





 1. 正常人(歯周疾患の認められなかった者 )の 口腔材料か らの L- fo r皿の分離成績;285検体
 中13株のL- fo r皿 を分離 した。 分 離率は歯苔で91検体中7株で 7、 3%,齲窩では22検体 中1
 株で 4、 8%,咽頭ぬ ぐい液では121検体中4株で 3.2%,歯石では41検体中1株のみで 2.4%で
 あった。 このうち9株はS七aphyl ococcu8 aureus の 1』一fo r皿であ匂,他にNe ie ser ia
 catarrha lis とStreptoc oc cu學 faecali8の P fo m がそれぞれ1株と未同定 2株であった。
 2. 歯周疾患患者の歯苔からの エ・ 一fOr皿 の分離成績;24 9検体 中66株が分離陽性で分離率は
 2 6. 5%であり 正常人(分 離率 7. 3% )の約4 倍であった。 66株中39株がS七a.aure u8 の
 し-fo rmであり 全体の約60%を占めた。 他にStr. faecalis,S tr. he moly'七ic u8,
 N。 ca 七a rrha li8のし-form がそれ ぞれ 4株,6株,6株およ び未同定11株分 離さ れた。 な
 か疾患別 では有意の 差は認め られな かった。
 3. 培地の種類と L-for皿の分離率;Sta. aureusのL-formはMed iu皿A では9株の み・分
 離されたのに対しMedi皿mBでは4 8株分離された。 一方N. ca七arrhali8 のし-fo r皿 は7
 株ともMe且i um Aでのみ分離された。 この ことはし-fO rmの種類によって分離培地の選択,改良
 の 必要性を示唆する も ので あろ う。
 4. 分離 した L-fOr皿の抗生物質感受性;15株のSta. aureus の L-fOr皿は全て同じ感受
 性を示し,penic i■■in のような細胞壁合成阻害剤に対 して は全く 感受性を示さず,一方
 strep七〇 皿ycin,ka na myc in,七et racyc line およびマク・ ラィ ド系抗 生物質に対 して
 は親の細菌より もより 感受性であった。 また細胞膜傷害をひき 起す coli stin,po■y皿 y・ xinB
 な どが25～100 mC g/諺の濃度で これ ら L- fOrm の発育を阻止 した。
 5. 薬剤耐性菌のL-fOr皿の抗生物質 感受性;口腔材料よ り分離したS 七a. aUr eu8のeryth-
 ro皿ycエn,le uco皿ycin, 8pi ra myc in,linco皿yc in な どに耐 性な 株お よび多剤耐性菌
 より 誘導 したし-formは 親の細菌と全く 同じ感受性を示 した。
 以上,本 報告は正常人の口腔内,特に歯苔 に抗 生物質感 受性のS ta. aUreu8 の L-for皿がかな
 り¢:頻度で常在 する こと,また歯周疾患 患者の歯苔 から は正常 人の 約4 倍の頻度 で同じ L-fo rm が分 離さ
 れることを明ら:かにした。
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 審査結果の要旨
 近年 尿路 感染症を中心に各種の 臨床 材料から細菌の L- fO r皿 が分離され, 特に感染症の 慢性化
 に役割をはた す様に解釈されてい る。 しか し現在ま でのところ材料は殆 ん ど尿, 喀疾 およ ぴ血 液に 限
 られて誇り, 口腔領域か らの分離の 報告は見あたらない。 著者は口腔領域に於ける L-fo r皿 の生態と
 臨床的意義を明らかにする事を目的と して, 1) L-fOrln の分離と同定の方法を 検討 し, 2) 口腔内
 のLイor皿 の生態 およ び, 3) エ・ 一fO r皿 の抗生物質感受性を検討 し,次の結果を得た。
 第1に健康人でも歯周疾患の認められる患者でも分離率の高い材料は歯苔である。,
 第 2に歯苔からの L-form の分離率は 歯周疾患を有する患者では健康人の約4倍の分離率で25
 易にもむよんだO I
 第3 に各 種細菌のL-fo r皿 が分離 されたが,大部分は8七a・ aUr eu8 の L-fo m である。
 第4に分離 培地の種類に応じて各種細菌の L-fo rm の 分離 率 が異なる。 換言 すれ ぱある細菌の
 L-fO rm の分離を志す時は独特の培地を用意 すべきである。
 第5に健康人,患者を問わず歯苔から分離されたSta. aUreus のし-fO rm は親の細 菌に復帰
 さ せてみると,各 種抗生物質に感受性であった。 この事は口腔内から分離されるS七a.aureus の
 大部分 が各 種抗 生物質に 耐性を示 す事実 と対比 され る。
 第6に口腔内から分離 した各 種抗生物質に 耐性を示すSta. aur eus からし-for皿 を誘導 し,
 そのLイOrmに於て薬剤 耐性を しらべると親の細菌と 全く同様な 耐性スペクト ルを示 した。
 以上著者は 世界 で始めて 口腔内のL-fOrm の生態を明らかに し,また親細菌からの 誘導 や親細菌
 への復帰を 自 由に 行なう事 に よって 口腔内の Sta. aureu8 については親細 菌と して存在する菌
 叢と L-fO rm と して歯苔に存在する 菌叢とは別 種の ものである事を推定させる結果を得 た。 その 業
 積の独創性に於て本論文は博 士号に値 する ものと認める。
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